
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
山形県置賜広域病院企業団　公立置賜総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 500床以上 非設置 496

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 23 対象 ド 透 I 未 訓 ガ 救 臨 が 感 へ 災 地 20 4 520

417

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　公立置賜総合病院は、置賜二次保健医療圏の中
核病院として高度・先進医療を提供するととも
に、小児医療、周産期医療、精神医療などの専門
医療を担うほか、県の臨床研修指定病院として研
修医を育成するなど教育病院の機能も担ってい
る。
　また、併設している置賜地域唯一の救命救急セ
ンターの後方支援を行いながら、二次・三次の救
急医療や災害拠点病院の役割を担っている。

- 44,010 非該当 ７：１ 417 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　会計制度の変更があった平成２６年度を境に数
値は大きく変化しているが、「経常収支比率」、
「累積欠損金比率」は、ほぼ平均値あたりで推移
している。「医業収支比率」は、前年度よりも
1.8ポイント改善したものの、まだ平均値よりも
5.5ポイント下回っており、本業である医業活動
部分について更なる経営改善が必要である。
　「１人１日あたり収益（入院・外来）」につい
ては、現状、平均値にも届いていない状況である
ため、新たな診療報酬加算の取得などによる収益
アップに取組む必要がある。
　「職員給与費対医業収益比率」については、類
似病院の職員平均年齢や１人当たり給与費を比べ
ると大きな乖離が見られないことから、医業収益
を上げることができれば、平均値に近づくことが
見込まれる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

83.6当該値 98.1 101.6 101.3 101.1 99.0 当該値 97.6 90.4

49,802 49,930

79.9 74.0

平均値 101.7 101.1 100.3 99.8 100.1 平均値

36.9 34.9 30.9 当該値 81.0 82.988.3 86.7 88.5 当該値 65.0 35.7

80.3 79.5 79.9

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

41.7 37.7 36.8 33.9 34.9 平均値96.0 94.6 94.4 93.6 94.0 平均値 80.7 80.7

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」について、前年度
より1.4ポイント増加、平均値よりも13.3ポイン
ト上回っており、平均より老朽化が進んでいる。
　「器械備品減価償却率」については、前年度よ
り1.7ポイント増加しているが、ほぼ平均値と
なっており、器械備品の更新計画をつくり、計画
的に更新している結果と思われる。
　有形固定資産のうち、簡単に更新することがで
きない「建物（施設・設備）」の老朽化が進んで
いると見ることができ、今後は、設備更新や大規
模改修などの更新費用が増加することが見込まれ
ることから、施設・設備の中長期改修計画を策定
する必要がある。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

60,787 62,913

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 14,865 15,610 16,993 17,680 18,39364,765 66,228

26.0当該値 51.5 51.2 53.3 55.5 57.1

平均値 59,159

当該値 24.9 25.1当該値 11,526 12,144 11,684 13,011 13,20650,218 53,649 25.7 25.4当該値 47,954

全体総括

平均値 26.2 26.3 27.5 27.4 27.8平均値 47.8 48.7 48.5 49.2 48.7

H27 H28 H29

　平成２９年度決算については、「経常収支比
率」が４年ぶりに100％を下回る結果（99.0％）
となり、黒字を維持することができなかった。
　一方、本業である「医業収支比率」について
は、昨年度までは３年連続で「前年より悪化」し
ていた状況を、今年度は改善することができ、医
業収支改善の取組みが一歩前進したという結果と
なった。
　今後も延患者数の減少は進むと予想されるた
め、「１人１日当たり収益（入院・外来）」を上
げることと同時に、医業費用の削減を推進するこ
とで医業収支を改善し、経営基盤の強化に努める
必要がある。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

58,719,206 59,148,171 59,352,077

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 50,135,188 50,543,381 51,238,617 51,669,762

当該値 19.8 57.8 60.2 63.9 65.3

H29 H25 H26

当該値 58,255,631 59,325,454当該値 28.5 59.9 59.6 63.6 65.3

53,351,028平均値 56.6 62.6 64.1 64.3 66.0平均値 45.9 50.7 51.3 51.2 52.0
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グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
山形県置賜広域病院企業団　公立置賜長井病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 非設置 50

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 9 - 透 訓 - 60 - 110

50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　公立置賜長井病院は、高度・先進医療を提供す
る公立置賜総合病院と密接な連携や相互補完を図
りながら、市町村区域を診療圏域とし、より住民
に身近な医療施設として初期医療や回復期・慢性
期医療の提供を行っている。
　また、精神科入院施設や精神科デイケアの提供
など、総合病院と連携しながら、精神医療の提供
も行っている。なお、H30.3.31で精神科病床（60
床）は閉鎖し、総合病院へ集約。

- 16,247 第２種該当 １５：１ 50 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　「経常収支比率」は、前年度より1.1ポイント
アップ、平均値よりも12.5ポイント上回ってお
り、引き続き100％以上を維持している。「医業
収支比率」については、これまで平均値並みで推
移していたが、精神科病棟を閉鎖するに伴い、10
月以降は患者調整を行ったため医業収益が大きく
減少し、前年度より3.4ポイント減少している。
　「１人１日あたり収益（入院）」については、
平均値の半分程度に留まっており、新たな診療報
酬加算の取得など収益アップに取組む必要があ
る。
　「職員給与費対医業収益比率」については、先
述した精神科閉鎖に向けた患者調整などにより、
医業収益が上がらなかったことが要因と見てお
り、医業収益を上げることができれば平均値に近
づくと見込んでいる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

78.1当該値 112.3 109.3 108.6 108.0 109.1 当該値 91.7 85.8

15,912 17,042

72.9 58.4

平均値 96.3 96.9 98.3 96.7 96.6 平均値

8.9 10.0 9.8 当該値 88.4 88.384.4 84.3 80.9 当該値 31.4 7.9

68.5 69.8 69.7

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

121.0 112.9 118.9 119.5 116.9 平均値86.6 85.4 85.3 84.2 83.9 平均値 68.3 67.9

2. 老朽化の状況について

　「有形固定資産減価償却率」について、前年度
より3.5ポイント増加、平均値よりも9.8ポイント
上回っている。
　「器械備品減価償却率」については、前年度よ
り2.7ポイント増加、平均値よりも0.2ポイント上
回っている。
　平成１２年度に既存病院を再編統合し、一部事
務組合を設立した際、既存財産をそのまま組合に
移管しているため、築５０年を超える建物や法定
耐用年数を大きく超える医療機器があるなど保有
資産の老朽化が進んでいる。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

32,431 32,532

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 9,437 9,726 10,037 9,976 10,13033,492 34,136

11.3当該値 63.9 66.6 68.9 67.0 71.2

平均値 31,585

当該値 15.1 14.5当該値 10,136 10,128 10,266 10,401 10,59417,732 19,568 14.9 11.9当該値 15,617

全体総括

平均値 19.3 18.9 19.0 18.7 18.3平均値 61.2 62.1 62.5 63.4 63.4

H27 H28 H29

　平成２９年度決算について、「経常収支比率」
は、引き続き100％を上回ることができた。
　一方、本業である「医業収支比率」について
は、精神科病棟の閉鎖に向けた患者調整という特
殊事情はあったものの、４年連続で「前年より悪
化」という状況となった。
　今後も延患者数の減少は進むと予想されるた
め、引き続き医業収支を改善し、経営基盤の強化
に努める必要がある。
　また、病院建物の耐震性不足や老朽化が著しい
ため、全面改築の検討を始めているが、過大な投
資とならないよう、医療圏内の需要見通しに沿っ
た適正な施設規模での整備を行っていく必要があ
る。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

19,211,391 19,435,245 19,592,536

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,139,294 35,115,689 35,730,958 37,752,628

当該値 18.6 54.3 56.4 59.8 63.3

H29 H25 H26

当該値 18,914,500 19,189,900当該値 32.7 71.3 67.3 68.8 71.5

39,094,598平均値 63.3 69.6 69.2 69.7 71.3平均値 48.0 52.2 52.4 52.5 53.5
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【74.8】
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【14,202】
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⑤入院患者１人１日当たり収益(円)

【50,718】



グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
山形県置賜広域病院企業団　公立置賜南陽病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 非設置 50

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 9 - 透 訓 - - - 50

50

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性
　公立置賜南陽病院は、高度・先進医療を提供す
る公立置賜総合病院と密接な連携や相互補完を図
りながら、市町村区域を診療圏域とし、より住民
に身近な医療施設として初期医療や回復期・慢性
期医療の提供を行っている。

- 8,082 第２種該当 １５：１ 50 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　「経常収支比率」は、前年度より2.8ポイント
下がったものの、平均値よりも8.8ポイント上
回っており、引き続き100％以上を維持してい
る。
　「医業収支比率」についても、前年度より1.0
ポイント上がり、平均値よりも上回っている状況
を維持している。
　「１人１日あたり収益（入院）」は、25年度ま
では平均値を下回っていたものの、病院における
各種収益改善の取組みにより26年度からは平均値
を上回っている。平均値を上回っている「１人１
日あたり収益（外来）」と併せて、新たな診療報
酬加算の取得など更なる収益アップに取組んでい
く。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

80.8当該値 106.3 112.5 109.6 109.8 107.0 当該値 92.8 93.2

24,934 26,407

84.3 83.3

平均値 97.7 98.5 98.0 98.4 98.2 平均値

0.0 0.0 2.8 当該値 87.7 81.494.9 96.4 97.4 当該値 28.0 0.0

68.6 66.8 67.9

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

91.2 94.9 101.2 107.2 114.4 平均値82.5 79.7 79.6 77.9 78.1 平均値 67.4 66.6

2. 老朽化の状況について

　会計制度の変更の影響で26年度の対前年上昇幅
が大きいが、「有形固定資産減価償却率」につい
ては、前年度より2.2ポイント増加、平均値より
も+32.0ポイントと大きく上回っており、老朽化
が著しい状況である。
　「器械備品減価償却率」については、前年度よ
り5.8ポイント上回ったものの、平均値よりは1.1
ポイント下回っており、大規模な機器の入替はで
きない中、定期的に機器の更新を行っていること
によるものと思われる。
　施設設備全体として、平成１２年度に既存病院
を再編統合し、一部事務組合を設立した際、既存
財産をそのまま組合に移管しているため、築５０
年を超える建物や法定耐用年数を大きく超える医
療機器があるなど保有資産の老朽化が進んでい
る。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

23,857 24,371

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 8,603 8,471 8,736 8,797 8,85224,882 25,249

10.9当該値 58.4 58.9 59.0 56.1 57.4

平均値 23,475

当該値 17.0 14.1当該値 9,531 9,738 9,999 10,055 9,97126,104 26,528 13.4 11.8当該値 20,809

全体総括

平均値 19.0 17.9 17.9 17.4 17.0平均値 65.0 67.5 67.5 69.5 70.3

H27 H28 H29

　平成２９年度決算について、「経常収支比率」
は、引き続き100％を上回ることができた。
　本業である「医業収支比率」についても、人口
減少等に伴う延患者数の減少などの影響がある
中、４年連続で「前年より改善」という状況を維
持しているが、今後も延患者数の減少は進むと予
想されるため、引き続き医業収支を改善し、経営
基盤の強化に努める必要がある。
　なお、耐震性能不足や著しい老朽化など施設面
での課題を解消するとともに、医療圏内の需要見
通しに沿った適正な施設規模での新たな施設の建
設事業を、今年度より着手しているところであ
る。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

15,859,960 15,606,180 15,594,560

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 34,462,126 34,878,088 36,094,355 36,941,419

当該値 28.8 77.2 79.9 83.6 85.8

H29 H25 H26

当該値 17,209,060 16,090,580当該値 33.4 68.5 65.2 64.1 69.9

38,480,542平均値 59.1 68.9 68.0 70.0 71.0平均値 43.9 52.4 52.6 54.2 53.8
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